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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Bリンパ球の形質転換に必要な転写活性化因子であるエプスタイン・バーウイルス核抗原2（EBNA2）の酸性ドメインと相互作用する転写共活性化因子をコードしています。このタンパク質と相互作用する他の転写因子には、シグナル伝達因子および転写活性化因子（STAT）があります。このタンパク質は正常な細胞増殖にも不可欠であると考えられています。哺乳類や他の生物に存在する同様のタンパク質は、RNA誘導サイレンシング複合体（RISC）の構成要素です。[RefSeq提供、2016年7月]、機能：STAT6と基礎転写因子間の橋渡し因子として機能します。MYB活性のPIM1制御において役割を果たします。エプスタイン・バーウイルス核抗原2（EBNA2）の転写共役因子として機能する。,PTM：in vitroでPIM1によってリン酸化される。,配列注意：フレームシフトにより誤った転写開始が生じる。,類似性：1つのTudorドメインを含む。,類似性：4つのTNase様ドメインを含む。,細胞内局在：IL-4刺激細胞では、核内でSTAT6と共局在する。質量分析により、ステージIからステージIVまでのメラノソーム分画で同定された。,サブユニット：EBNA2の酸性転写活性化ドメインに結合する。EAV NSP1と相互作用する。GTF2E1およびGTF2E2と相互作用する。STAT6およびPOLR2Aと三量体複合体を形成する。STAT5と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現する。,
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	TudorSNポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋マウス脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

